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（会議の主なやりとり） 
○施設整備関係について 

・説明︓資料１に基づき説明  
・質疑 ・新しい学校全体の整備図面を⾒ないと議論がしにくい。 

・細かいところは難しいと思うが、なるべく早い段階で出てくるとよいと思う。
いつぐらいに示すことができるのか。 

・事務局より回答  
今後、設計業者と契約し基本設計に入っていく予定です。みなさんのご意⾒が反
映できるタイミングで何らかの形でお示ししたいと思います。 

 
・質疑 ・大和小の場所に統合校が開設されたら、内山学区の人たちも統合校に避難する

ことになるのか。 
・事務局より回答 
    これまでの統合校についても、学校として使われなくなった跡地において、他の

利⽤形態になっても、避難所機能は残しています。内⼭⼩の跡地についても、避
難所機能は残るように調整させていただきます。 

 
  ・意⾒ ・相談室の配置について、プライバシーに配慮する必要がある。 
      ・災害に対応できる電気設備を考える必要がある。 
      ・プールに日よけを設置できるとよい。 

 ・事務局より回答 
      予算の中でどこまでできるかという事情はありますが、対応できるか確認させて

いただきます。 
 
 

 （裏⾯に続きます） 

第２回内⼭⼩学校と大和⼩学校の統合による 
新しい学校づくり懇談会を開催しました 

⽇時︓令和 6 年９月 2４⽇（火） 
15 時 30 分 

会場︓大和⼩学校・図書室 
議題︓施設整備関係について 

    通学路（案）の安全対策について 
    校名について 
    第 1 回懇談会でいただいたご意⾒ 

について 

懇談会の当⽇の資料や、両校の統合の取り組みにつきまし
ては、ウェブサイトで随時内容を更新し、 
公開していますので、 
こちらの二次元コードからご覧ください。 



 
○千種区統合校の通学路（案）の安全対策について 

・通学路（案）の安全対策への要望事項の回収 資料２ 
・質疑 ・内山小の東門（正門）から児童が登校しないのはなぜか。 
・学校より意⾒ 
    ・内山小の敷地の中で駐⾞できる場所が、東門付近しかないので、子どもの動線

と⾞の動線を分けたいと考えました。東門から少し南に⾏き、スーパーマーケッ
トの北側のコミュニティ道路を通すことで、より安全に登校できると考えまし
た。統合後は、仮設校舎が運動場に建つことで運動場が狭くなるので、子どもた
ちの運動できる場所を少しでも確保できることを考えたときにこの案になったも
のです。安全に十分に配慮しながら教育活動を運営できるようにしていきたいと
思います。 

・事務局からの報告 
通学路（案）の安全対策については、本⽇いただいたご要望もふまえて、学校と相談
し、これまでの要望事項と共に取りまとめまして次回懇談会でご報告させていただき
ます。 

 

○校名について 
・校名募集チラシの案内 資料３ 
・事務局からの報告 

現状、教育委員会には 5 通の応募をいただいているほか、学校あてにもご応募いた
だいています。（9 月 24 ⽇時点） 
懇談会のみなさまも、是非、ご応募いただければ幸いです。   

 
○第１回懇談会でいただいたご意⾒について 

・説明︓資料４に基づき説明 
・意⾒  ・大和学区としては、登校時、下校時の⾒守り活動について、統合した際にも両

学区で継続していきたい。 
 
〇その他の意⾒・質疑 
 ・特になし 
 

 
 
 
 
 ◆お問い合わせ先（事務局） 

皆さまからのご意⾒やご質問を受け付けています。電⼦ﾒｰﾙまたはＦＡＸでお寄せください。 

名古屋市教育委員会事務局総務部教育環境整備課 

電子ﾒｰﾙ:a3282@kyoiku.city.nagoya.lg.jp / TEL:052-972-3282 / FAX:052-972-4176 

http://#

